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淡海の市民活動｡ネットワーク情報交流誌
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法律扶助の日
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■支える｡つなぐ･結ぶ

情報ＢＯＸ⑪⑲

国孫の手ナビ。
【そこが知りたい1NPO運営術VOL､5】

【Sekenよし!】
株式会社安土建築工房

■元気NPO探し隊⑰

特集:淡海とびつくす

いと思う?」

｢社会を
北方領土の日

〃

新需詔圃 石民活動
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国際母語の日

よく
４

する
冨宇維記=響☆|で
アレルギーの日

地域安全の日

_(毎月20日）

ための起業を
雪1不仁

した

公共施設と市民のかかわりを
考えるフォーラム



市 民活 動情 報，

支える･つなぐ･結ぶ
'情報ＢＯＸ‘…唖〕

※このページは１ページと１，ページで１つのＣＯＮＴＥＮＴＳと蹴っております｡掲示用としてお使いいただけます。
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③近畿ろうきん地域共生推進ｾﾝﾀー 担当:西･金丸受付:月~金８:50～17:１０
〒540.8523大阪市中央区森ﾉ富中央1-10.14TEL:06.69421908ＦＡ><:06.6941.6439

e-mail:tiikikyousei＠｢okin・orjp

(③ﾏｲｸﾛｿﾌﾄNPO支援プﾛグﾗﾑ公式ｻｲﾄ
http://www､microsoftcom/japan/npo／

e-maiI:jpnpo5＠microsoft・com
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近畿ろうきんＮＰＯアワード

子育て支援の活動をすすめるＮＰＯを応援します１

子育て支援の活動をすすめるNPOを応援します１

助成対象③助成対象となるプログラムは､2007年４月１日～200B年３月３１
日に､国内で実施する新規プログラム(前年度からの継続事業でも可)で以下
のいずれかの子育て支援事業とします。

①子どもの成長を応援する事業

例)保育ルーム､放課後の学童活動､不登校の子ども達へフリースクール､悩
みを持つ子どもへのチャイルドライン､障がい児のサークル活動､在住外国人
児童への日本語教室など

②子育て環境を整える事業

例)お父さんの育児トレーニング､地域での育児相談活動､妊婦への胎教教室、
食育セミナーなど

応募要件③1.NPO法人､ボランティア団体などの非営利の市民活動団体(任意団体含

む）２.近畿2府4県に､団体の主たる事業所を置いていることａその他､書類提出、
公開について要件があります｡詳しくは､ホームページ等でご覧下さい。

申込期間③１月４日(木)～２月28日(水)※当日必着
詳細HP、http://www・rokin・orjp/news/index､php?id=8７

浜大津こだわり市場

＞１月２１日(日)･２月1Ｂ日（日）
朝市Ｂ:OO～１２:ＯＯ

手仕事市１０:OO～１６:ＯＯ

内容④安全､地産､伝統にこだわった｢こ

だわり朝市｣と､使えば使うほど味が

出る生活の品が並ぶ｢手しごと市｣が
毎月第３日曜日に開催されます。

場所、大津市浜大津京阪浜大津駅

周辺と明日都3階プロムナード
※手しごとの出店者も募集中です！

びわ湖コミュニティシネマのつどい
I村の写真集‘i上映とトーク
～朽木小川に暮らして～
『村の写真集ｊ

陸１月20日(土）
①上映１３:OO～トーク１５:00～

②上映１６:１５～

内容、榊さんの劇場オーナー時代の

映画界の濃い話や､朽木で撮られ
た写真と一緒にお話を伺います

会場、シネマハウス(草津）
参加費③１，０００円
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本覚寺ビル

⑧NPO法人HCCグループ
TEL:Ｏ７７－５３３－５Ｂ９８

(金･土･日はO77-524-7B26）
e-mail:hcc＠npo･ｃｃ

ＵＲＬ:h伽:"|<Od3w81im811<etcom/In8I1<et/(0p/t叩.html

▽情報ＢＯＸに掲載できなかった情報は､センターのホームページに多数掲赫し

ています。

ＵＲＬ、http://www・ohmi-net,com／

▼３月･４月の掲示板情報募集中１日時･場所･問合せ等を明記の上､２月１日
までにEメール､FAX,または郵便でセンターまでお寄せください。

⑬大津ｼﾈﾏｸﾗプ
電話:OgO-6735-B162（林）

③パタゴニア日本支社
環境助成金プログラム係担当:篠

〒24B-OOO6神奈川県鎌倉市小町1-13-12
ＴＥＬ:Ｏ４６７－２Ｂ－ＢｇＳ１

カウンセリング体験ワーク
～２１世紀を担う子どもたちの
ために､今､私たちに出来ることとは～

＞２月３日(土)１０:ＯＯ～１２:ＯＯ
カウンセリング体験事例発表
１３:ＯＯ～１６:ＯＯ

グループカウンセリング体験

内容○なんで!どうして1またにんなｲﾗｲﾗを子

供や夫(妻)にぶつけたことはありませんか?家庭

での家族関係や登場の人間関係に疲れてしまった

ことはありませんか?グﾙー ｶｳﾝｾﾘﾝグによ

って今まで気づかなかった自分を発見し､あなた

の見方をちょっと変えてみませんか？

会場、明日都大津市市民活動セン

ター(O77-527-B661）

大津市浜大津4-1-1

京阪電鉄浜大津駅より徒歩1分

ＪＲ大津駅より徒歩１５分

参加料⑬1000円(郵便振込み）

定員、５０名

締切①１月２７日(土）

③MCA滋賀県地域事務局
⑧大津市市民活動センター
TEL:077.527.8661FAX:077.527.8662

⑩

ＴＥＬ:Ｏ７７－５２５－２６４Ｂ

ＦＡＸ:O77-525-22g5担当:安井

気分は杜氏、「岡村本家｣で酒造り体験

＞２月１０日(土)～１１日（日）雨天決行

◇体験の主な内容／普段一般の人が入ることのできない麹部屋での｢麹つくり｣、｢仕
込み｣､そして､今では珍しい木製のしぼり機で酒袋を絞る､お酒造りを体験・かつて

杜氏が泊まった蔵の中で宿泊(女性の方は別館利用）

▽酒造りのほかにも…／･夜は､酒蔵の若旦那が語る､お酒造りにまつわるあれこれ話｢酔

楽(よがく)」･伊藤忠商事を創業した伊藤忠兵衛の旧宅や､江州音頭発祥の地といわ

れているお寺･干樹寺など､中山道･豊郷宿の町並み散策

▽そしてお土産は…／‘自分で書いたラベルを貼って自ら瓶詰めした世界で唯一のお酒

開催地③滋賀県犬上郡豊郷町旅行代金③お1人様18,000円

定員③各30名(最少催行人数/１５人）申込方法③下記から申込用紙をダウ
ンロード､必要事項を記入のうえ､FAXか郵送でお申し込みください。

※お子様連れなど､特記事項がある場合は余白にご記入ください。

http://gokan-seikatsujp/tour/pdf/formpdf

送付先③FAX:O77-526-1BB1雛:ﾃ520-0044噸県大諦訓3丁目4-22噸会館
滋賀ツーリズム地域振興協議会内｢五環ツアー｣係

※追って詳しい旅行内容を記載した瞥面をお送り致します。

URL:http://gol<an-seikatsujp/tou｢／

⑧(有)地域観光プﾛデｭー ｽｾﾝﾀー
TEL:O77-527-O227／email:info＠i卜trip・com

企画提案、NPO法人五環生活･近江中山道を楽しむ会
Ｃ８(CommunityConciergeConsultant)※滋賀県立大学学生団体

焔柿民翻ｾﾝﾀｰ雛棚支捌鍔業
連続3回シリーズ｢協働を問う」

第１回／基礎編:協働のしくみづくり

傍２月１７日(土)１３:30～１６:３０

協働の基盤となる具体的な｢しくみ」

について考えます

第２回／実践鱈協働の可能性を探る一環境

＞２月24日(土)１３:30～１６:３０

環境をテーマに具体事例により琵琶

湖をめぐる環境問題を考えます

第３回／実践編:協働の可能性を探る
一教育､まちづくり

＞３月３日(土)１３:30～１６:３０

地域が子どもを育むとはどういうことな

のか､今日の教育問題と地域通貨によ

るまちの活性化について考えます

会場②3回いずれも大罵流民識ｾﾝﾀー 大会鐸

資料代、各回500円(3回通し1,200円）

要申込､定員50名(先着順）

第５回マイクロソフトＮＰＯ支援プログラム

助成対象、社会的課題をより効果的､効率的に解決するためにｌＴを活用した、

斬新的なプロジェクトを支援します｡以下のテーマのうちいずれか､もしく

はすべてに当てはまるプロジェクトを助成の対象とします。

｡ITを活用して｢社会的課題の解決を目指す｣活動

住み良い社会の実現や､さまざまな社会的課題を解決する活動

･lTを活用して｢人々の可能性を最大限に引き出す｣活動

応募団体や受益者の可能性を広げ､豊かな夢のある生活をもたらす活動

応募期間、１月１日(月)～２月２０日(火)２４:ＯＯ必着

助成金額②1件あたり上限300万円､総額2,000万円

パタゴニア｢環境助成金プログラム」

◇申請のためのガイドライン

･具体的な環境保護活動にのみ助成を行います。

支援するグループｅ

･問題の根本的な原因を見極め､働きかけ､長期的な視点で問題解決のアプ
ローチを行っているグループ。

･明確な行動指針があり､グループの目的を達成するための戦略的な計画を

持っている活動。

･市民のサポートによる強い基盤を創りだしているグループ。

･直接行動する課題を持った､小規模な草の根で活動するグループ。

･測定可能な結果を出そうとしている革新的なグループや､自治体や中央政
府に対して法律を遵守するよう働きかけるグループ。

･生物多様性と生態系の保護についての問題を多くの人々に提起する活動。

助成金額・活動内容､用途などによりますが､多くの場合は200,000円から
７００，０００円の範囲となります。

申請締切ｅ１月３１日（水）
詳細ＨＰ③http://www・patagoniacom/japan/enviro/enviro-grants､shtmI
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アンケート：携帯情報メール発信会社「i2メール」協力
回答者総数gﾌ名男性4巳名女性４２名不明1ｓ名
10代…０名２０～30歳…22名３１～40歳…40名
41～50歳…14名５１歳以上…8名不明…13名
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②

〆この日なんの日Ｖ．Ｏ．１．ｃｏＥ
、

際

｢社会を
よくする

a､福祉…32.0％

b・文化…2S､８％

c卿環境…１５．５％

d・国際…９．３％

e､スポーツ…４．１％

f・その他…１２．３％

事業型ＮＰＯをするなら
どんなジャンルで？

Ｑ３
●⑨、ｅ、⑨｡｡｡｡｡②｡③ Ｏ Ｂ 、 ｡ ● ｡ ｡ ＠ ● ⑨ ⑧ の ｡ ｡ ｡

‘ル：

す

新会社法と市民活動 鳩（にお）の海や霞のうちにこぐ船のまほにも春のけしきなる

かな（式子内親王「新勅撰集｣）

ための起業を

皆さんの手元にこのニュースレターが届くのは、七草粥も過

ぎたころですが、改めて新年のご挨拶をさせていただきます。

園
、
》

■

とたしし

さて、今年もまた、１月１７日（阪神・淡路大震災/防災とボラ

ンティアの日）が、やってきます。公民権活動家マーティン・

ルーサー・キング（ノーベル平和賞受賞）が暗殺される数日前

に行った「IHAVEADREAM」の演説は、アメリカでは知らな

い人がいないくらい有名で、毎年２月のBIackHeritageMonth
(※）が近づくと、テレビで演説中の彼の姿が放映されます。

彼の誕生日（１月１５日）に近い毎年.１月第３月曜日が「マーテイ

ン・ルーサー・キング・デー(MartinLutherKing,Ｊｒ,Day)」と
して祝日になっており、1995年のマーテイン・ルーサー・キン

グ・デー（１月１６日）には、私はシアトルで大学院入学応募論
文を書いていました。その最中に、日本で起こった阪神・淡路

大震災発生の第一報が届きました。それから数時間単位で倍々

になる死傷者の数や神戸（シアトルの姉妹都市）の被災状況に

胸を痛めながらも、シアトルでは様々な支援活動が展開され、

30数年培われてきた神戸とシアトルの紳の強さに感動しまし

た。人の紳がある限り、希望は続く。１月１７日は、私にとって

｢希望」という言葉を思い出す日です。

Ｑ１
ｅ●｡、｡ ② ｡ 、 ｅ ● 。 ｡ ● ⑤｡｡●●●｡⑥｡｡＠⑨｡｡、●

社会をよくするための

⑨

今年も皆様にとって、実り多き一年でありますように。

※米国では特定の月を民族・人種記念月としており、２月はBlackHentageMonth。

１．１フｉＨＡＶＥＡＤＲＥＡＭ

夢を語れるチカラに乾杯

◇活かす過去と創る未来を見据えて

震災を契機として、市民活動促進を目的に市民活動・NPOの

中間支援センターが各地で整備されるようになり、1997年４月

には、滋賀県におけるNPO支援センターとして淡海ネットワー

クセンターが設立されました。この間、市民活動を取り巻く社

会環境や認知度も大きく変わってきました。行政、企業、NPO、

大学等々多様な主体を巻き込みながら展開するパートナーシッ

プ型地域運営に関する議論も活発化しており、新しい公共の担

い手となる市民活動のプロとしてNPOの自覚、自立的経営や共

感のコミュニティづくりが一層求められています。

そこで、淡海ネットワークセンターでは10年の節目に全県事

業として価値のある事業や時代に求められる事業の組み立てを

行い、地域力を高める「公民協働・地域主導のまちづくり」に
寄与し、市民活動の次の10年を支えていきたいと考えています。

起業をしたいと

思いますか？

ａ・はい…８７．６％

ｂ､いいえ…１２．４％

⑨

窪，園
、
》

旨
》
〕

【３．４月号のアンケート】
次回３．４月号は脂定管理者制度」をテーマにした巻頭アンケー
トを実施します。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力くだ
さい。詳しくはＰＳをご覧ください。

旨
》
〕

Ｑ２
の⑦②｡｡③⑨⑥｡｡｡＠回｡｡｡⑧②｡｡｡⑤｡、｡｡②｡④

組織の形態は

何が良いと
思いますか？

ａ会社…5S,7％

b,NPO法人…１６．５％

ｃ・ＮＰＯ…１０．３％

d､公益法人…１．０％

e･その他…１５．５％



法
人
格
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
か
？

三木さん

一一

’

平
成
十
八
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
新
「
会
社
法
」
。
一
見
市
民
活
動
に
は
な
ん
ら
関
係
の
な
さ
そ
う
な
法

律
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
民
活
動
団
体
が
取
得
す
る
法
人
格
に
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。

今
回
は
ぴ
わ
ち
ゃ
ん
と
仲
間
た
ち
が
取
材
し
て
、
市
民
活
動
団
体
の
法
人
化
に
つ
い
て
色
々
と
質
問
を

し
ま
し
た
。
新
「
会
社
法
」
と
市
民
活
動
、
一
体
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

忽
蛇
霊
蕊
別
言

轡
霜
卯
霊
鯖
巽

く
変
わ
り
（
図
２
）
、
平
成
十
八
年
に
新
会
社
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
や
、
公
益
法
人
制
度
改
革
で
、
選

択
す
る
法
人
格
は
多
様
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

轡
雌
蕊
璽
外
謹
緯

ツ
ト
が
大
き
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
法
人
化
さ
れ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
逆
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま

り
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
任

意
団
体
で
い
か
れ
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。

自
分
た
ち
の
団
体
に
本
当
に
法
人
格
が
必
要
か
ど

う
か
、
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

愚
リが活
ツ、動
卜法が

:合察
皇なつ
誰妻
?§房

がで
メす

びわちゃん

叩
型
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〃
秤
》
ど
う
し
て
多
様
に
な
る
の
で
す
か
？

轡
蝋
蕊
蕊
洲
編
蓮
制

社
に
「
非
営
利
性
」
の
要
素
が
含
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
、
営
利
・
非
営
利
の
境
界
が
不
明
確
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
の
設
立
要
件
や
手
続

き
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
（
例
童
軍
低
資

本
金
制
度
の
撤
廃
・
取
締
役
数
が
一
名
～
可
な

ど
）
、
会
社
の
設
立
や
運
営
が
大
変
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
活
動
団
体

が
会
社
組
織
を
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

轡
岬
営
州
蕊
帥
詫
淫

る
「
公
益
社
団
法
人
」
「
｜
般
社
団
法
人
」
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
営
利
の
分
野
で
は
「
株
式
会

社
」
・
「
Ｌ
Ｌ
Ｃ
」
・
「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
」
・
「
企
業
組

迩冒

ロノ●
、一一

墓
雲
蓬
会
社
差

費
窯
薬
篭

と
す
る
市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
で
き
た
非

営
利
の
法
人
格
で
あ
り
、
一
方
、
会
社
等
は
、
営

利
目
的
で
事
業
を
行
う
組
織
に
最
も
合
っ
た
法
人

格
と
い
え
ま
す
。
前
提
と
し
て
い
る
組
織
の
目
的

や
性
格
が
異
な
る
た
め
、
組
織
を
動
か
す
た
め
の

仕
組
み
が
違
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
、
余
剰
利
益
が
出
て
も
構
成
員
で
分
配
す
る

新会社法と市民活動

■

※商法第２編、有限会社法、株式会

社の監査等に関する商法の特例に
関する法など、様々な法律に分散
していた会社に関する規定をひと
つの法律にまとめた。

■｡●■■●●●●●●｡●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●■

合
」
（
以
下
、
総
称
し
て
「
会
社
等
」
と
し
ま
す
）

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
合
資
会
社
」
や
「
合

名
会
社
」
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
選
択
さ
れ
る
方

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
徴
と
違
い
を
図
３
に

整
理
し
ま
し
た
。

「
公
益
社
団
法
人
」
「
一
般
公
益
法
人
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
八
年
に
法
律
が
制
定
さ
れ
た
ば
か
⑬

り
で
、
施
行
前
で
す
の
で
、
今
は
触
れ
な
い
で
お

き
ま
し
よ
う
。

、

５６
－夕

；圏
倉、

Ｚ
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法人化のメリット・デメリット（図１）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●■■■

避
懸
輔
蝿
耀

轡
蕊
濯
諦
霊
龍

の
は
や
は
り
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
で
す
。
し
か
し
、

市
民
活
動
が
収
益
性
の
高
い
事
業
を
行
う
場
合
は

会
社
等
を
選
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
収
益
が
大
き
く
な
る
と
、
市
民
活
動
団
体

な
の
か
企
業
な
の
か
が
分
か
り
に
く
く
な
り
、
そ

の
こ
と
で
、
支
援
を
得
に
く
く
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
な
ら
、
は
じ
め
か
ら
会
社
等
を

設
立
し
て
、
収
益
を
挙
げ
な
が
ら
、
団
体
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
達
成
し
て
い
く
選
択
も
あ
り
ま
す
。
ま

こ
と
は
で
き
ず
、
繰
越
な
ど
で
次
の
活
動
に
充
て

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
会
社
等
は
、

利
益
を
出
資
者
で
分
配
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま

す
。
会
社
等
が
、
一
般
に
「
営
利
目
的
」
と
評
さ

れ
る
の
は
こ
の
点
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
、
会
員
が
対
等
な
立
場
で
話
し
合
っ
て
組

織
を
運
営
す
る
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
十
人
以
上

の
会
員
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
誰

で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
、
活
動
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
人
か
ら
、
会
費
や
寄
付
、
助
成
金
な

ど
を
得
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

会
社
等
は
、
少
な
い
人
数
で
設
立
が
可
能
で
、
短

期
間
に
設
立
が
で
き
ま
す
。
収
益
構
造
を
つ
く
り

や
す
い
反
面
、
寄
付
や
助
成
金
な
ど
を
得
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
え
ま
す
。

･平成10年(98年）
特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）成立．施行

■凸｡■＆ａａ｡■■■●■｡■｡｡｡■■｡｡■｡■■■■■●｡●●●●●●●●●●■●●●●●●■■｡｡■●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●■

た
、
事
業
の
特
性
に
よ
っ
て
は
、
銀
行
や
取
引
先

と
の
契
約
を
結
び
や
す
い
こ
と
か
ら
会
社
等
を
選

ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
会
社
等
と
を
併
せ
持
ち
、
会
社
等
で
収
益
を

挙
げ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付
と
い
う
形
で
活

動
を
支
援
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

･平成13年(01年）
中間法人法成立・平成14年施行

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

騒
麓
瀧
難
耽
議
畝

｡平成17年(05年）
会社法成立・平成18年施行

☆デメリット

・管理運営に手間と経費がかかる

（例）官公庁への届出、事務量の増など
．法や規則に則った運営をしなければならない

・解散の手続きにも手間と経費がかかる
など

最近の法人制度の改革（図2）

☆メリット

・契約や所有の主体になれる

・個人より信用がつくりやすい

・団体の資産と個人の資産を明確に分けられる

・従業員を雇用しやすくなる

・助成金などを受ける場合に信用がつくりやすい

・団体として法的なルールを持って活動できる
など

･平成18年(06年）

③

公益法人改革法３法成立。平成20年までに施行

、三木秀夫さんプロフィール、

弁護士。三木秀夫法律事務所所長。

日本ＮＰＯ学会理事、ＮＰＯ法人

大阪ＮＰＯセンター理事などを務

める。著書に「ＮＰＯ法人の設立

と運営Q&A」（共著）など。
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＠

※④パススルー課税…法人ではないため、

ＬＬＰ自体には課税されない。LLPで出た

利益は、出資者が全員一致で定めた比率

で割り振り、これを各出資者の所得とし

て（個人の所得税や法人税が）課税され

る。逆に、赤字となった場合、出資者は

割り振られた損失分を所得から差し引く

ことができ、節税にもなる（損失は出資

金額の範囲内までになる)。

■■●●●●●●●●●●●■■●●■●●■■●●■

※①有限責任とは…出資者が出資した額の

みについて費任を負うこと。会社が倒産

しても出資した額以上に責任を負う必要

はありません。

新会社法と市民活動

※③内部自治とは…組織、運営、配当比率

等を契約によって自ら決めることができ

ること。

轄定非営利活動法人(ＮＰＯ法人)とその他の比較(図Ｓ）

※②定款自治とは…組織、運営、配当比率

等を定款によって自ら決めることができ

ること、

特徴

要 件

設立方法

設立期盾

資本金

ｊ

一
員
』
員

社
会く

理事数
(取締役）

監事数
(監査役）

利益の配分

課税

特定非営利活動法人（NPO法人）

･公益を目的とする(＝不特定多数の利益）

･利益を職成員で分配しない

（＝利益は活動に使う）
･役員のうち報酬を受け取れるのは1/3以下

･10人以上の社員

･宗教活動､政治活動が目的では不可

所轄庁による認証
副
Ｕ

一
言
ロ

ュ
ニ

｛
坐設

約4か月

10人以上

3人以上

1人以上

利益は次年度の事業に充当

法人課税

(税法上の収益事業に対して課税）

株式会社

･新会社法で有限会社と株式会社が

-本化され株式会社に

･有限責任(※①）
･大規模化に適している

･1人で可､出資金1円から可

設方吾記

約1か月

1円以上

1人以上

1人以上

設置任意

出資割合に応じて分配

法人課税

(全ての事業に対して課税）

LLC（合同会社）

･新｢会社法｣での会社法人の一つ

･Limited(有限)LiabiIity(資任）
Company(会社)の略
･小規模企業に使いやすい会社組織

･コミュニティービジネスで活用が見込まれる

･定款自治(※②）・有限責任(※①）

･1人で可､出資金1円から可

･出資者全員が業務執行

(出資のみの参加は不可)(定款で例外可）

設立晋記

約2週間

1円以上

1人以上

定款で自由に決められる

定款で自由に決められる

定款で自由に決められる

法人課税

(全ての事業に対して課税）

特徴

要件

設立方法

設立期間

資本金

一
員
一
員

社
会く

理事数

(取締役）

》
霊く

数
役）

利益の配分

課税

LLＰ（有限責任事業組合）

･Limited(有限)Liability(責任）
Partnership(組合)の略
･小規模企業に使いやすい組織

･コミュニティービジネスで活用が見込まれる

･内部自治(※③）・パススルー課税(※④）
･有限資任(※①）

･2人以上､出資金2円以上(1人1円から）

･出資者全員が業務執行

(出資のみの参加は不可）

契約の登記

約2週間

２円以上

2名以上

契約で自由に決められる

契約で自由に決められる

契約で自由に決められる

パｽｽﾙー 課税(※④）
(全ての事業に対して課税）

企業組合

･各自が組合員となって資本と

労働を持ち寄り組織

･独立指向型のメンバーが集まって

事業するのに向く

.コミュニティービジネスでよく活用

･有限責任(※①）

･4人以上の出資

･全従業員の1/3以上が組合員

･全出資者の1/，以上は甑業従事

･都道府県の認可

所轄庁による認証
記垂

塁
｛
エ設

約1か月

4名以上

3人以上

1人以上

2割までは出資割合で、
それ以上は働きに応じて配当

法人課税
(全ての事業に対して課税）



市
民
活

④
確
定
申
告
は
、
‐
年
間
（
１
月
‐

日
か
ら
ね
月
訓
日
ま
で
）
の
所
得
金

額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
を
計
算

し
て
、
翌
年
２
月
お
日
か
ら
３
月
柘

日
ま
で
の
間
に
申
告
す
る
制
度
で
す
。

所
得
税
を
納
め
る
た
め
の
手
続
き
で

す
が
、
納
め
す
ぎ
て
い
た
税
金
を
返

し
て
も
ら
う
手
続
き
で
も
あ
り
ま
す
。

所
得
税
は
個
人
が
得
た
所
得
に
対
し

て
課
さ
れ
る
税
金
で
、
一
年
間
の
所

得
の
合
計
額
が
「
詔
万
円
（
基
礎
控

除
額
）
※
注
」
を
越
え
る
場
合
に
確

定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
※
注
》
基
礎
控
除
以
外
に
控
除
対
象

配
偶
者
な
ど
の
所
得
控
除
に
該
当
す

れ
ば
、
控
除
の
合
計
額
（
鉛
万
円
十

該
当
す
る
控
除
額
）
に
な
り
ま
す
。
）

『
税
務
』
に
つ
い
て
知
り
た
い
③

～
所
得
瀞
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

⑬

砂洲りた詞

PO運営術！

お
尋
ね
の
件
は
、
個
人
で
謝
金
を
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
謝
金
と
他

の
所
得
を
合
計
し
て
記
万
円
（
※
注
）
を
超

え
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
団
体
と
し
て
謝
金
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
任
意
団
体
）
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
団
体
と
し
て
法
人
税
を
申
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申

告
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
主
な

項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
の
で
、
あ

な
た
（
個
人
）
が
以
下
の
項
目
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
謝
金
等
の
収
入
が
あ
り
、
年
間
犯
万
円

（
※
注
）
を
超
え
る
と
き
。

②
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
場
合

で
、
給
与
以
外
に
謝
金
等
の
収
入
が
あ
り
、

そ
れ
が
年
間
釦
万
円
を
超
え
る
と
き
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
任
意
団
体
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

ら
給
与
が
支
給
さ
れ
て
い
て
、
年
末
調
整

が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。

④
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
て
、

主
た
る
給
与
以
外
の
従
た
る
給
与
の
収
入

金
額
が
加
万
円
を
超
え
る
と
き
。

①
～
④
の
一
つ
で
も
該
当
す
る
場
合
は
確
定

①
～
④
の
一
つ

申
告
が
必
要
で

期
限
後
申
告
や

は
別
に
「
加
算

す
の
で
注
意
が

な
お
、
確
定

で
も
、
源
泉
徴

に
な
っ
て
い
る

付
金
控
除
等
を

け
る
た
め
の
申

き
ま
す
。

の
家
具
や
お
も
ち
ゃ
の
ほ
か
、
薪
ス
ト
ー
ブ

な
ど
に
再
利
用
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
徳
島
県
那

賀
町
で
自
社
林
を
育
て
、
二
○
一
○
年
に
は

第
一
号
の
材
木
を
切
り
出
し
、
お
客
様
と
と

も
に
切
っ
た
分
だ
け
苗
木
を
植
え
る
こ
と

で
、
山
を
育
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し

ま
す
。

昨
年
、
精
神
障
害
者
の
就
労
支
援
セ
ミ
ナ

ー
で
講
師
を
努
め
た
の
を
機
に
、
近
江
八
幡

市
内
の
共
同
作
業
所
の
仕
事
興
し
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
端
材
を
使
っ
た
お

も
ち
ゃ
づ
く
り
」
を
柱
に
、
週
一
回
メ
ン
バ

ー
と
職
員
を
対
象
に
教
室
を
開
き
、
工
房
の

開
設
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
販
路
を
拡
げ
る

た
め
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
や
地
元
の
祭

り
に
共
同
で
出
展
し
、
今
で
は
、
デ
ザ
イ
ン

か
ら
製
作
ま
で
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
に
前
向

き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
環

境
も
福
祉
も
同
じ
。
モ
ノ
も
人
も
活
か
し
き

る
こ
と
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ん
で
す
」
。

最
近
は
、
林
業
家
や
製
材
業
者
ら
と
連
携

し
、
山
の
仕
事
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
企
画
。

市
民
と
の
“
顔
の
見
え
る
関
係
”
づ
く
り
が

功
を
奏
し
て
、
県
産
材
で
家
を
造
り
森
を
守

侮
る
動
き
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。

垂
誹
ま
た
、
金
物
に
た
よ
ら
ず
木
で

や
』
雑
木
を
締
め
る
と
い
う
伝
統
的
な
日

缶
誌
”
本
の
木
造
建
築
技
術
を
引
継
ご
う

嘘
垣
読
と
、
県
内
外
か
ら
希
望
す
る
若
者

ん
歴
評
癖
を
受
け
入
れ
、
伝
統
工
法
の
伝
承

塞
鵡
詐
卸
に
努
め
る
な
ど
環
境
か
ら
福
祉
、

詫
牽
詳
権
建
築
文
化
の
伝
承
な
ど
多
方
面
に

唾
締
轄
癖
わ
た
る
社
会
貢
献
に
逼
進
し
て
い

帳
》
癖
瞬
ま
す
。

、
講
演
な
ど
で
個
人
で
謝
金
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
確
定
申
告
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
か
？
確
定
申
告
は

ど
の
よ
う
な
と
き
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

<e､よ'ノSｅ建
築
端
材
を
燃
料
に
再
利
用
し
て
ゴ
ミ
が

全
く
出
な
か
っ
た
昭
和
四
十
年
代
初
頭
に
自

ら
が
経
験
し
て
き
た
地
域
循
環
型
の
暮
ら
し

を
復
活
さ
せ
た
い
と
、
一
九
九
○
年
に
独
立
。

山
で
育
て
た
木
で
家
を
つ
く
り
、
材
木
を
最

後
ま
で
使
い
切
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

創
業
以
来
、
建
築
端
材
を
活
用
す
る
た
め

作
業
場
を
開
放
し
て
親
子
工
作
教
室
や
日
曜

大
工
講
座
な
ど
を
開
催
。
二
○
○
三
年
に
は

お
も
ち
ゃ
工
房
を
発
足
し
、
端
材
を
手
作
り

山
で
育
て
た
木
で
家
を
つ
く
り
、
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
住
ま
い
作
り
を
通
し
て
モ
ノ
も
人
も

無
駄
に
し
な
い
、
活
か
し
き
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

｡｡⑥④②⑨｡●②｡｡ ◎ ｡ ｡ ｡ 、 ＠

企業の社会貢献や

市民･行政との

協働etc・をご紹介

株式会社安土建築工房
TELO748-46-5305FAX､0748-46-5391

ｈｔｔｐＷｗｗｗ.a‐kobo･com／
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二
元
后
罰

の
ｍ
ｚ
六
一

「
備
え
と
構
え
」
を
テ
ー
マ
に

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

教
科
書
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

弱
視
児
童
の
た
め
の

て
く
て
く
草
津

③発起人の太田直子さん

湧
切
工
』
『
Ｐ

防
災
啓
発
に
取
り
組
む

＃

「
な
ま
ず
』
の
挑
戦

地
域
で
は
多
く
の

犬
が
飼
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ふ
ん
の
不
始

末
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
「
誰
か
が
何
か
を

し
な
い
と
と
こ
の
問

題
は
解
決
し
な
い
」

と
考
え
「
う
ん
ち
ゼ

「
核
家
族
が
増
え
て
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
犬
は
大
切
な
家
族
の
一
員
と
し
て

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
事
務
局
の
足
立
さ
ん
。
「
ブ
ン
ブ
ン
し
っ

ぽ
の
会
」
は
、
そ
ん
な
愛
犬
が
地
域
で
受
け

入
れ
ら
れ
て
、
愛
犬
と
の
暮
ら
し
を
も
っ
と

楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
、
大
津
市
の
仰
木
の
里
、
湖
都
が

丘
地
域
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

愛
犬
と
の
よ
り
楽
し
い
生
活
を
め
ざ
し
て
！

「
う
ん
ち
ゼ
画
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
と

「
ワ
ン
ワ
ン
バ
ト
ロ
ー
ル
隊
』

一
癖
》 蕊》

》
ブ
ン
ブ
ン
し
っ
ぽ
の
会

た
か
し
ま
災
害
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
Ｉ
ク
『
泡
ま
ず
」

イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
を
広
め
よ
う
と
日
夜
燕
間
し
て
い
る

元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

職

旧
新
旭
町
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
．
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
っ
た
太
田
直
子
さ
ん
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
災
害
へ
の

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
社
協
主
催
の

災
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
に
集
ま
っ
た

人
に
呼
び
か
け
て
、
一
一
○
○
一
年
三
月
に

「
な
ま
ず
」
を
立
ち
上
げ
た
。

立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
い
ざ
何
を
し
て
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
災
害
へ
の
意
識
啓
発

の
た
め
の
チ
ラ
シ
作
成
と
配
布
を
始
め
た
も

の
の
あ
ま
り
読
ん
で
も
ら
え
な
い
。
ど
う
し

た
ら
心
に
残
る
啓
発
が
で
き

る
も
の
か
と
、
二
○
○
二
年

九
月
か
ら
防
災
啓
発
の
漫
才

と
劇
を
始
め
て
、
や
っ
と
、

そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

蕊零
⑳散歩時に子供安全パトロールのゼ

ッケンをつけた墾犬とメンバー

辱癖7~;／ｉ､Ｉ１ｉい(ｉ､〈再パパ表
墾ｒＪｊ１１ １ １ 、 Ｗ ， ‐ 望

■

●「うんちゼロキャンペーン」
に参加するメンバー



､事務局の 足立弘美さんとかりいれにあ付一一｜

広ようるよるけいを［子ども安全パトロールの

ゼッケンをつけた愛犬

ブンブンしっぽの会
代表、清水智恵美設立、2004年運営メンバー④約5名

連絡先③湖南市岩根136-98TEL:0748-75-6522FAX:0748-75-3295((財)動物保証管理協会内）

ＵＲＬ：http://www,geocities.ip/bunbunshippo／

イ
ア
後
の
男
性
な

ど
。
分
担
を
決
め
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
作

業
し
、
週
一
回
集
ま

っ
て
情
報
交
換
し
つ

つ
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
、
校
正
し
ま
す
。

一
冊
の
教
科
書
を
作

成
す
る
の
に
約
四
～

五
か
月
。
プ
リ
ン
タ

ー
と
共
有
パ
ソ
コ
ン

み
た
い
」
と
応

募
し
ま
し
た
。

最
初
は
見
本
も

な
く
手
探
り
で

し
た
。
「
教
科
書

を
使
っ
た
お
子

さ
ん
や
保
護
者

の
方
か
ら
お
手

紙
を
も
ら
っ
た

一
台
は
助
成
金
で
、

教
科
書
は
出
来
上
が
り
を
納
め
て
申
請
す
れ

ば
文
部
科
学
省
か
ら
無
償
給
与
の
対
象
と
し

て
作
成
経
費
が
も
ら
え
ま
す
。

代
表
の
井
上
順
子
さ
ん
は
「
子
育
て
も
終

わ
り
、
何
か
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
や
っ
て

時
な
ど
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
来
年
は

中
学
に
進
学
す
る
子
ど
も
が
い
る
の
で
英
語

や
数
学
と
い
う
難
し
い
教
科
書
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
す
」
と
の
こ
と
。
弱
視
児
童
・
生

徒
の
頼
も
し
い
応
援
団
だ
な
、
と
感
じ
ま
し

た
。（

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
幡
郁
枝
）

一声

③手作りの大型ロール紙芝居で「大地震

の時の心得」を伝授

’ 顕＝南

＆
．
２

○拡大教科書作りの作業風景

てくてく草津
代表②井上順子設立、2004年会員○約15名
運艶先、草津市草津3丁目13-25ＴＥＬ：077-562-0084ＦＡＸ：077-566.0377（社会福祉法人草津市社会福祉協溌会内）

、拡大された国語の教科謡

『園，

三冬＝マ

口
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
設

立
当
初
か
ら

行
っ
て
い
ま

す
。
愛
犬
の

散
歩
時
に
は

必
ず
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
と
、
地
域
の

約
三
千
世
帯
に
回
覧
で
呼
び
か
け
を
行
っ
た

り
、
定
期
的
に
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
が
今
後
滋
賀
県
全
域
に

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
悪
質
な
犯
罪

が
多
発
す
る
中
「
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
で

き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
」
と
、
「
ワ

ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
活
動
も
開
始
。

散
歩
の
時
に
、
犬
は
「
子
供
安
全
・
パ
ト
ロ

ー
ル
」
の
文
字
が
書
か
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
、

飼
い
主
は
バ
ッ
ジ
を
付
け
て
歩
き
ま
す
。
い

つ
も
通
り
の
コ
ー
ス
を
ゼ
ッ
ケ
ン
等
を
付
け

て
歩
く
だ
け
で
も
、
犯
罪
抑
止
効
果
が
あ
る

の
だ
と
か
。
ゼ
ッ
ケ
ン
等
は
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
手
作
り
で
す
。

今
の
悩
み
は
、
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る

新
し
い
人
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
と
い
う

こ
と
。
大
切
な
愛
犬
と
、
地
域
で
の
よ
り
よ

い
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、
共
感
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
高
峯
陽
子
）

誹
議
灘
灘

Ｉ
は
す
べ
て
メ
ン
バ
ー
が
考
え
作
っ
た
も
癖

の
。
講
座
で
使
う
道
具
も
、
す
べ
て
手
作
り
碑

で
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
す
る
工
夫
作

が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る
。
講
座
で
自
治
会
な
海

'

Ｉ

たかしま災害支援ボランティアネットワーク「なまず」
代表③亀井博之設立、2001年メンバー⑬23名
連絡先⑲高島市新旭町安井lll240-12TEL/FAX：0740-25-5095（太田）

●ビニール袋をつけた布団

たたき棒とゴミバサミで
うんちを取るアドバイス
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、家具の転倒防止説明で使
用する手作りのミニチュ
ア家具



◆日時：１月２４日（水）１８：ＯＯ～１６：４５

●場所：滋賀県立男女共同参画センター（近江八幡市膳飼町80-4）

今参加費：500円

●内容：

☆基調講演／「私のだいじな場所」～公共施設の市民運営を考える～

講師／西川正さん（NPO法人市民活動情報センター・八ンズオン埼玉副代表理事）

☆パネルディスカッション／「指定管理の事例を通して」

パネリスト・事例報告

阿部圭宏さん（NPO法人市民がささえる市民活動ネットワーク滋賀代表）

高見啓一さん（米原市立米原公民館／NPO法人FlELD副専務理事）

藤田知丈さん（近江八幡市立マルチメディアセンター／キタイ設計(株)）

コメンテーター／西川正さん(NPO法人市民活動情報ｾﾝﾀ一・八ﾝズｵﾝ埼玉副代表理事）

コーディネーター／浅野令子（淡海ネットワークセンター事務局長）

※参加者相互の交流を図るため名刺（１０枚程度）を持参ください。

※参加ご希望の方は、氏名、所属、連絡先（TEL/FAX/e-maiなど）をご記入のうえ

淡海ネットワークセンターまで。ホームページからもお申し込みいただけます。

ご博唖輔働蝉韓⑤鱒②⑪②鱒斡②輔魯⑤“②②角鈎働働角画⑤声ＯｈｍｍｅｉｔＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
下記に関するお問い合わせは、淡海ネットワークセンターまで１ＴＥＬ：O77-524-B440FAX：O77-524-B442

E-maiI:office＠ohmi-net・ｃｏｍｈｔｔｐＷｗｗｗ・ohmi-net・com／
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おうみ社会起業塾のフィールド調査とし

て１１／１８．１９に馬路村、上勝町に行っ

てきました。地域の資源をうまく活かし、

元気になった２つのまちから、仕組みづ

くりの大切さを学びました。
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、
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第５回(2007年)おうみNPO活動基金助成事業採択団体が決まりました 第4回（2006年）おうみNPO
活動墓案採択団体成果発表会

淡海ネットワークセンターでは、自主的なＮＰＯ活動が積極的にすすめられるよう

2002年から「おうみＮＰＯ活動基金助成事業」を実施しています。このたび2007年
事業の採択団体が決定しました。

●応募数：５３団体③採択数：１４団体●助成決定総額：13,090,000円

◎自主事業助成・子どもの美術教育をサポートする会

・NPO法人絵本による街づくりの会・NPO法人NPO子どもネットワーク天気村
・NPO法人鳩の街

◎協働事業助成（調査検討）
・NPO法人五環生活

・おうみX-SPORTSプロジェクト
・NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク

・NPO法人あさがお◎NPO活動支援事業助成

・NPO法人環境工房ころころ・ＮＰＯ法人大津市民協働ネット

・NPO法人琵琶湖ネット草津・ＮＰＯ法人FlELD

・山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会・マキノまちづくりネットワーク

第４回(2006年)おうみＮＰＯ活動基金助

成事業採択団体による成果発表会を開催

します。

◆日時：２月２４日(土）１３:OO～１７:ＯＯ

◆場所：県民交流センター（ピアザ淡海）

305会議室

※詳細については決定次第センターホー

ムページ、メールマガジンでお知らせし

ます。

RelqyEssqy

おうみ末来塾生･…
リレーエッセイ

Ｆ
Ｌ

「
型

おうみ未来塾第７期生
成果発表会

麹iＩ

ｒ
Ｌ

、
４

公共施設と市民のかかわりを考えるフォーラム
市民のチカラでもっと活かせる「公共施設｣～指定管理の事例を通して考える～

おうみ未来塾第７期生がグループ研究活

動の報告を中心に、２年間の塾活動の成果

を発表します。

◆日時：３月１１日（日）午後

●場所：調整中

※場所および詳細については決定次第セ

ンターホームページ、メールマガジンで

お知らせします。

下記に関するお問い合わせは、淡海ネットワークセンターまで１ＴＥＬ：O77-524-B440FAX：O77-524-B442

E-maiI:office＠ohmi-net・ｃｏｍｈｔｔｐＷｗｗｗ・ohmi-net・com／

を知っていますか？

Ｆ
Ｌ

アンケートにごIIil答いただける方は、性

別・年齢をご記入のｋ、ハガキ、ファック

スまたは髄.ｆメールで淡海ネットワークセ

ンターまでご送付ください。住所・氏瀦を

ご記入いただいた方には抽逃で粗IW1をプレ

ゼントいたします。

＞アンケート締切：１月末日

高知県馬路村・徳島県上勝町に
行ってきました

､

藤

●
０
。
●
●
９
。
■
●
●
。
■
。
。
●
●
。
●
■
【

｡

巴今凸■

務局を担当しています。新規馴染として地域ＩＴリーダー養成講座

を開催IiＩです。シニア世代のＩＴ(悩報技術)力を生かし、地域で初

心者向けパソコン指騨考として満動していただきます。認定試験に

よりシニア情報堆活アドバイザーの認定が受けられます。県下にこ

の地域ＩＴリーダーのネットワークができればと頑張っています。

人とのネットワークが創れる未来塾1１

グループ研究で｢生涯学洲でメシは食えるか！」を課題として県内、

県外の生涯学洲の取り組みを視察しました。活動を通して多くの

方々と知り合うことができたことが一稀の収稚でした。現在湖南市

を中心に活動している｢湖南まなびすと｣生涯学習市民グループの期

Ｑ1.公の施設の管理を民間が行う「指定管理者制度」を知っています
ａ知っているｂ,聞いたことがあるｃ知らない

Q2・公民館など住民に身近な施設はだれが運営するのがよいと思いま
ａ・行政ｂ・住民団体・ＮＰＯｃ・民間会社

Q3.公の施設の運営には何が最も大切だと思われますか？
ａ管理経費の削減ｂ利用料金の安さ
ｃ利用者ニーズの反映．.親しみやすい雰囲気

［５期生］

)斎藤富士夫さん

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目指す人が集う

塾で、現在7期生・８期生が学んでいます。これまでに約140人が卒塾
し、各地で「地域プロデューサー」として活躍しています。

３．４月号の特集アンケート テーマ：指定管理者制度



TEL:Ｏ３－６２３Ｂ－３Ｂ７２ＦＡＸ

⑬ｾブﾝー ｲﾚブﾝみどりの基金助成担当
〒１０２８４５５東京都千代田区二番町８－８

（１．２月）／~支える･つなぐざ結ぶ情報B◎Ｘ
β画一■．．g-.号ﾛもH・ﾛの 辛口争西■■．呂■．■■■呂呂■

1°２月
昌一一一一＝一声鋒騨ダ~~

伝言板に掲滅できなかった情報は.センターのホームベージに掲載しています｡ＵＲＬ・http://www･ohmi-net・cpm／
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;ｾブﾝー ｲﾚブﾝみどりの基金の公募助成
Ｒ

Ｉセブンーイレブン店頭に寄せられた市民(＝お客様)力､らの募金が､地域の市民

Iの環境活動を支援する助成制度です｡※日本国内の団体および活動が対象。
I応募期間､１月31日(水)まで当日消印有効
11☆環境市民活動助成
ロ◇助成の種類と趣旨／①活動助成:地域環境や自然環境保護など､市民が主体

Ｉとなって行っている環境活動に広く社会還元することを目的にした助成です
！②NPO法人格取得助成:200B年２月２９日までに｢環境の保全を図る活動」

Ｉ分野でNPO法人格を取得し､活動を行っていく団体への助成です｡活動資
１１金を原則3年間継続して助成します｡③モデル事業助成:３年間を目途に完

Ｉ成させることができる先進的で波及効果の大きいﾓデﾙ的事業に対し､2年
Ｉ間または3年間事務局経費も含め､事業資金を助成します｡対象はＮｐＯ法
１人およびプロジェクトチームで､事業の手法や成果を他の団体に普及しても

Ｉらうことで､環境ＮＰＯ全体の発展を目指します｡④自立事業助成:3年間の
ｉ助成期間内に人件費事務所費などの財政基盤を安定的に確保できる事業
ロを構築し､自立した活動ができる環境ＮＰｏを目指す団体を支援します｡事
Ｉ務局経費(人件費事務所)を原則3年間継続して助成します。
I対象活動分野･自然環境を保護保全する活動環境省または都道府県のﾚｯ
ﾛ隙ﾘｽﾄで｢絶滅危慎｜､１１類」「準絶滅危慎｣に指定されている野生動植物
ｕの生態系保護保全活動、明確な学習目的と体系的な学習プログラムをもつ

ｉた体験環境活動地球温暖化などの環境問題を生活の中から考え､解決す
Ｉることをテーマにした活動

I”全額“回“たり-上限特になし綱700.万②,団体あたり上限
’５０万円③1団体あたり上限200万円④個体あたり上限36.万円
Ｉ☆地域美化活動助成

;◇助成の種類と趣旨/①植花活動助成:花あふれる美しい街並みをつくること
Ｎを目指す､日本全国各地の植花活動を支援します。②地域清掃活動:ごみを

｜落とさない日本人の心を育み､美しい街並みをつくることを目指す､日本全
１国各地の美化活動を支援します。

|対象活動分野③①公共の場所やそれに準じる公共性の高い場所で､市民が主
ロ体となって企画し､継続して行っている花や緑を植える活動｡ただし､学校な
'ｉどの敷地内､時間や入場資格に制限のある場所での活動は対象になりません。

Ｉ②公共の場所やそれに準じる公共性の高い場所で､市民が主体となって企
１画し､継続して行っている清掃活動。

I助成金額､①総顔'｡｡｡万円内②5｡団体.,団体あたり上限2.万円
Ｎ詳細ＨＰｅhttp://www､7midori・org／
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ソフトバンク社会的投資プログラム

環境保護･障がい者支援･青少年育成･地域社会貢献活動等に取り組んでいる
団体を対象に､特に｢移動体通信を活用し人々のコミュニケーションを豊かに

するプロジェクト｣に対して助成を行います。

応募期間、１月１日から１月３１日まで（当日消印有効）

対象プロジェクト◎日本国内で実施する下記に該当する内容で､課題の解決や

支援につばがるプロジェクト(概ね1年以内のもの)。①環境保護:移動体通

信事業が潜在または顕在的に環境へ影響を及ぼす課題の解決に寄与する活

動②障がい者支援:障がい者の豊かなコミュニケーションを促進する活動

③青少年育成:青少年の豊かなコミュニケーションを促進する活動､または、

移動体通信事業を活かした青少年の健全な育成に寄与する活動④地域社
会貢献:地域社会におけるコミュニケーションを豊かにし､人々のつながりを

深める活動､または､移動体通信事業を活かした地域安全に寄与する活動
詳細ＨＰ③http://wwwsoftbanl<Inobile・cojp/CO｢po｢ate/CSI/soci81investment/you!〈0u/iI1dex‘html

I藤田記念まちづくり企画支援事業
ロ

:支援対象ﾛジｪｸﾄ､まちづくりに関する画期的で創意溢れる企画であって､出来上がコ
ロたものでなくこれから構築しようとするものを対象とする｡企画の内容については､特に制限は
Ｎ設けず､出版､展示､ｲベﾝﾄ､仕組みづくり､その他の活動等いずれでも可とする。

i支援方法⑳応募のあったﾛジｪｸﾄについて､その概要を協会会報｢再開発ｺーデｲ
Ｉネーター｣及び協会HPに紹介する｡審査により特に優秀なプロジェクトを一点ない
’しは数点選定し､総会終了後､毎年度総支援額1ｏo万円の範囲内で資金を供与する。
I募集期間､２月,日(木)~２月２８日(水)事務局必着
Ｉ詳細HP､http://www.u｢caorjp/bosyu/fujitakinen/19fuiitakinen､htm

⑲ソフトバンクモバイル株式会社総務部CSRグループ

〒105-7317F雷可都港区東新橋1-9-1

e-mail:csrjp＠ｍb・softbank､cojp

東京汐留ビルディング

(⑳社団法人再開発ｺー デｨﾈー ﾀー 協会
白井･増崎TEL:O3-3437-O261e-mail:soumu＠urcaorjp

助成金情報

全日本冠婚葬祭互助協会社会貢献墓秦

この基金は､地域の種々 の災害の救済､社会福祉事業環境保全事業国際協力など社会貢献
活動を行う各種団体等への助成､並びに社会貢献に資する調査･研究を目的とした事業に対
する助成を行い､以て日本の生活文化と地域社会の発展に寄与することを目的としています。
募集期間③２月末日まで(必着）

①研究助成事業／テーマ｢婚礼(結婚式)､葬儀(お葬式)など儀式文化の調
査研究｣の趣旨に合致する事業

②高齢者福祉事業／心身の機能が低下した高齢者などを対象に､一般的な在
宅福祉対策で対応困難な分野や従来の施策等では十分福祉の推進が図ら
れていない分野での支援活動。

または､ニーズの高さ等地域の実‘情に照らし必要と認められる高齢者の自
己実現･自己表現を図るための支援活動や福祉活動。

③障害者福祉事業／重複障害､難病に起因する障害を持った障害児･者を対
象に､一般的な在宅福祉対策では対応困難な分野や従来の諸施策等では
十分福祉の推進が図られていない分野での支援活動｡または､ニーズの高
さ等地域の実情に照らし必要と認められる障害児･者の自己表現･自己実
現を図るための支援活動や福祉活動。

④児童福祉事業／保護者等が死亡又は著しい後遺障害のため働けなくなっ
た家庭の児童､引きこもり､不登校の児童を対象とした支援･慰問活動､そ
の他児童の健全育成等に関するボランティア活動。

⑤環境･文化財保全事業／日本国内における植林､野生生物保護､公害防止
等の活動､地域の住民の参加を経て行う文化財保護活動､リサイクル活動
その他地域住民にとって重要な意義を有する実践活動

⑥国際協力･交流事業／開発途上地域､紛争地､被災地における､医療活動､食料・
物資援助､教材･学校建設など人材育成を目的とした国際協力･支援活動｡国際
交流を目的とする事業(懇親会･パーティー等は対象となりません｡）

助成金額及び件数、助成金は､総額およそ１０，０００千円を目途とし助成を行
います。（1件当たりの助成額上限は２，０００千円とします｡但し､研究助成事
業においては､１，０００千円を上限とします｡）
詳細ＨＰ・http://www・zengokyo,orjp/social/index､hｔｍｌ
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|⑥社団法人再開発ｺーデｨﾈーﾀー協会
ﾛ白井･増崎TEL:O3-3437-O261e-mail

FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。

⑧)社団法人全日本冠婚葬祭互助協会

社会貢献基金運営事務局〒105-OOO1東京都港区虎ﾉ門3-6-2第２秋山ビﾙ7Ｆ
ＴＥＬＤＢ－８４３３４４１５ＦＡＸ:ＯＢ－Ｂ４Ｂ５－ＯＢＢＯ

『フラガール』「カポーティーｊ
１月４日(木)～２１日（日）１月１６日(火)～

『旅の贈りものｊ１.キッチン･ストーリー』
１月４日(木)～１４日（日）１月１６日(火)～

『ヘイフラワーとキルトシュー』
１月４日(木)～１４日（日）

●リクエスト受付中１
上映してほしい作品名と住所､氏名､電話蒲号奄記入の上､ハガキ､ﾌｧｯｸｽ､また
は錨子メールで淡海ネットワークセンターまでお送りください。

･含回入践制１６:00以降の回1.200円笥一サービス
･料金は作品によって異なりますTEL:077.52266191
．毎週水翫日１ｐ00円均一サービス這闘会館シネマホール
･毎週木･金認白の初回＆

｢いろどり」

程

⑳

２月１日までにEメール、

■

新刊書籍案広 滋賀会館シネマホール１．２月の上映予定

Ｐ３月｡４月の掲示板情報募集中１日時･場所･問合せ先等を明記の上、

:soumu＠urcaorjp

おばあちゃんたちの葉っぱビジネス

立木写真館2,000円十税

料亭で出される日本料理に欠かせない｢つま｣ものを､地域発

のビジﾈｽにした徳烏県上勝町の｢いろどり｣を紹介｡あの｢な
っちゃんの写真館｣が伽作した､農家のおばあちゃんたちの笑
顔が主役の写真集です｡ﾎﾝﾄ､いい笑顔だ。
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｢ひこね『街の駅』寺子屋力石」

６ ？

地雷を考える爵

彦根巾の花しょうぶ通り商店街を活商寺
性化しようと、かつて寺子屋だった町店子
家を卿生して生まれたのが「ひこね街屋
『街の駅j寺子臆力石」です。１１指にだ
しているのは現代版時子腿｣。花し人つ
ようぶ通り商店街が迎営主体となり、をた
NPO法人彦根餓観フォーラムの協力呼古
を得て様々 な講脹をIHIいています｡特ぶい
に今人気なのは「手作り111Ｗ牧龍｣。現町
ポー ﾙ紙で本物さながらの甲刊が作れ代家
るとあって､県外からも受講者が肋れ版を
るほど｡そのほかパソコンから折り紙、寺再
英会柄まで幅広い分野があるとか｡挽子生
きたてのコーヒーが200円で飲める寺屋し
子雌内の茶店「たか女」にも間然に人司て
が染まるようになり、コミュニティス街
ペースとしてのきらりと光る存在になの

っ て い ま す 。駅
一

彦根市河原2丁目３．６花しょうぶ通りに【問】ひこね「街の駅」寺子屋力石

TELO749-27-2810

URL､httpM/machinoeki,exblogjp／
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この印刷物は､環境に配虚した再生紙､大豆油ｲﾝｷを使用し､有密な廃液を排出しない水なし印刷を採用しています。

鍵
嫌煙運動の国，

三Wj際|M際

鍔
ＣＱグ

談海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターは､県内の市民活動､NPOをサポート･ネットワークしています。

回〒520-ＯＢＯ１滋賀県大津市におの浜1-1-20
国ＴＥＬＯ７７－５２４－Ｂ４４０回ＦＡＸＯ７７－５２４－Ｂ４４２
回http://www・ohmi-net・com／図Email:office＠ohm卜net,com
ご利用日時、月曜日と祝日の翌日を除く毎日(１２/29～1/3を除く）

火～金曜日／g:OO～１９:ＯＯ土・日曜日･祝日／g:00～１７:００

※淡海ネットワークセンターの楕報交流誌｢おうみネット｣は次のところで配布しています｡各地域振興局､県民
情報室､県内図曹館嘩琵琶湖博物館諺男女共同参画センター､文化産業交流会館､陶芸の森､草津まちづくりセ
ンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋潤銀行､滋賀県
信用組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)、公民館など

※バックナンバーはホームベージでご覧いただけます。
※最新情報はメルマガでお知らせしています｡ご希望の方は上記メールアドレスまで。 ◎無断転載を固くお断りします。
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てくてく草津さんに取材に伺いました。週一回の全員活

動の日、皆さん真剣に教科書作りの真っ最中。教科番は

上・下巻あるので一年中〆切りに追われるそうです。大

変な作業ですが、編集のノウハウやソフトを使うスキル

も知らず知らず身につくことでしょう。人のためにして

いることは、必ず自分のためにもなるんだなあ、と感動。

（編集ボランティア・幅）
pCU。■●巳●■●pqp向■■由●■■●●●■●●■｡●pQ｡＄■■■●●●●合●｡｡■●●｡●●■け｡e●●●け■■■●由④9-●■▲qGDe●●●

私が子供の頃は、今よりﾉもっと道端に犬のウンチが落ち

ていたような記憶があります。ペットが持つ社会的な意

味が変わるにつれて、マナーも向上したのでしょうか。

みんなが地域で楽しく蕪らして行くために、最低限のマ

ナーは守りたいもの。そんなことを考えました。
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２地雷を考える闇
守■ずﾛー 捌ﾀﾘー 設銭壷日世界友情のEＩ
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☆ネットワークセンター休館日

第4回おうみNPO活動基金
採択団体成果発表会


